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LPWA（Wi-SUN FAN）の通信特性を評価 → 製造現場への適用を目指す 
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図１ 障害物の無い環境における電波伝搬特性 図２ 受信信号強度に対するパケットエラーレート 

AI・IoT 



 

 

IoT 向けの無線通信として 920MHz 特定

小電力無線（Low Power Wide Area, 

LPWA）が注目されていますが、製造現場

等の障害物や電磁ノイズの多い環境下にお

ける通信特性は提示されていません。 

 

 

 

LPWA の電波到達性・通信安定性等を評

価し、製造現場における LPWA の通信特性

を明らかにします。今回は、LPWA の通信

規格である Wi-SUN FAN の、障害物の無

い平坦な環境における通信特性を評価しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害物の無い環境における電波伝搬特性

（図１）と、受信信号強度 RSSI に対する

パケットエラーレート（図２）から、デー

タレート 50kbps、データ長 4byte、デー

タ送信間隔 1s の場合、RSSI が-88dBm 以

上で安定した通信が可能であること、及び

同条件における見通し環境下の通信可能距

離が約 2,373 m（アンテナ高さ 6.0m の場

合）であることが分かりました。これは、

無線機の設置場所を検討するための指針と

なります。今後は、障害物のある環境にお

ける Wi-SUN FAN の通信特性評価を行

い、本結果と比較する予定です。 
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結果・まとめ 
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